
『
ふ
だ
ん
づ
か
い
の
一
杯
飲
み
屋
』

仕
事
帰
り
に
ち
ょ
っ
と
一
杯
。
元

町
高
架
下
商
店
街
6
丁
目
と
メ
ル

カ
ロ
ー
ド
宇
治
川
商
店
街
を
南
に
下

っ
た
交
差
に
昨
年
末
に
オ
ー
プ
ン
し

た

「
夢
家
」
。
1
5
人
ほ
ど
が
入
れ
ば

満
席
と
い
う
、
小
じ
ん
ま
り
と
し
た

お
店
。
入
り
口
に
は
、
杉
玉
が
吊
る

さ
れ
、
お
酒
好
き
が
つ
い
つ
い
引
き

寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
店
構
え
。

オ
ー
ナ
ー
の
西
尾
光
さ
ん
は
、
「
喫

茶
店
に
行
く
感
覚
で
、
毎
日
で
も
通

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
低
価
格
に
し
ま

園
賀
田
葵
町
容
田

圃
賀
田
島
田
賀
田

獲
問
題
国

し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
自
分
が
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
店
」
。

カ
ッ
プ
酒
は
4
5
0
円
か
ら

1
0
0
0
円
ま
で
で
、
全
国
の
ユ

ニ
ー
ク
な
銘
柄
5
0
種
類
が
そ
ろ
う
。

デ
ザ
イ
ン
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
飽

き
な
い
。
一
番
人
気
は
、
愛
媛
の
清

酒
「
ず
ー
っ
と
好
き
で
い
て
下
さ
い
」

(
5
0
0
円
)
。
と
く
に
女
性
客
の

注
文
が
多
い
と
か
。

お
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
す
べ
て

お
酒
の
肴
に
合
う
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
。
料
理
の
料
金
も
、
▲
品

1
0
0
円
か
ら
5
0
0
円
。
夢
屋

オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ

(
4
0
0
円
)

は
、

西
尾
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
考
案
。
う
す

揚
げ
に
チ
ー
ズ
、
マ
ス
タ
ー
ド
、
ト

マ
ト
を
の
せ
て
こ
ん
が
り
と
焼
き
上

げ
た
。
こ
れ
ま
で
あ
り
そ
う
で
な
か

っ
た
味
で
、
な
か
な
か
の
美
味
。
冷

奴

(
3
0
0
円
)

は
、
一
丁
を
4

分
割
し
て
、
梅
肉
、
ザ
ー
サ
イ
、
し

ょ
う
が
、
明
太
子
を
添
え
て
。
一
人

鶏
鏑
も
あ
っ
さ
り
味
で
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
も
た
っ
ぷ
り
。
「
ち
ょ
っ
と
し
た

60

工
夫
で
、
い
ろ
い
ろ
な
味
を
楽
し
め

る
夢
家
の
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」

と
店
長
の
世
良
晶
さ
ん
。

仕
事
帰
り
に
、
ふ
ら
り
と
。
仕
事

の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
、
ふ
だ
ん

づ
か
い
の
一
杯
飲
み
屋
を
お
探
し
て

お
ら
れ
る
方
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
い
た

だ
き
た
い
。
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盛
衰
の
さ
か
ん
な
ク
ラ
ブ
界
で
も
不
動

の
地
位
を
築
い
て
い
る
「
と
み
さ
と
」
。

こ
の
2
月
に
、
新
た
に
チ
ー
マ
マ
に
就
任

し
た
の
が
華
美
さ
ん
。
藻
と
し
た
表
情
に
、

漆
黒
の
着
物
姿
が
、
妖
艶
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
す
。
「
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ま

に
安
心
し
て
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

と
み
さ
と
の
伝
統
を
継
承
し
て
ま
い
り
ま

す
」
。
あ
と
数
年
で
、
神
戸
で
店
を
構

え
て
か
ら
3
 
0
年
を
迎
え
る
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

の
真
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
が
、
常

連
客
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
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ht [。l /0鵜野Zt jⅥ神戸っ子E施

2月に店内は改装。写実は改装前のものです。

「
ア
ン
」

「
ド
ゥ
」

「
ト
ワ
」
-
。
神
戸

の
ク
ラ
ブ
界
で
は
、
ひ
と
つ
の
合
言
葉
に

な
っ
て
い
る
。
「
ド
ゥ
」

は
、
2
月
に
店

内
を
改
装
し
、
重
厚
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
に
様
変
わ
り
。
親
し
み
や
す
く
愛

ら
し
い
女
性
ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
人
気
を
博

す
る
。
「
オ
ー
プ
ン
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
も
多

く
、
み
ん
な
仲
が
い
い
で
す
」

と
レ
ナ
さ

ん
。
「
和
や
か
な
雰
囲
気
が
お
客
さ
ま
に

も
心
地
よ
い
の
で
は
」
と
優
さ
ん
。
再
オ

ー
プ
ン
か
ら
今
年
で
3
年
。
小
さ
な
蕾
が

い
よ
い
よ
開
花
し
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
そ
う
な
予
感
が
す
る
。
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イベントスケジュール
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市民映画劇場4月例会

「ココシリ」

4/20(金) 11 :00/13:30

16:00/19:00

4/21 (土) 11:00/13:00

16:30/18:30

-般前売1 ,300円

(当日一般1.500円 身障者・シニア1,100円)

喜神戸映画サークル協議会

雪はO78-371 -8550

海抜4700メートルの山肌に、神聖なほど美しく、想像を絶するほど

の過酷な大自然が広がっているココシリは、世界で3番めに広いとい

われる無人地帯。そこに生息するチベットカモシカの最高級毛皮を

狙うチベット族の密猟者と、それを守るチベット族の民間のマウンテン・

パトロール隊。彼らの壮絶な17日間を迫った、実話を基にした感動の

映画。

2004牢中国映画。監督・脚本ルー・チューアン。神戸初公開。

今井雅之 脚本・演出・出演

舞台「産隆大学應暖国」

神戸公演

5/3(木) 19:00開演

5/4(金) 14:00開演

新神戸オリエンタル劇場
前売5500円 当日5,800円く全席指定)

萱新神戸オリエンタル劇場

密078-291-1100

笑い飛ばしたいのに泣けてくる、それは純な男たちの物語。

2005年2月、フジテレビで放送された人気ドラマを舞台化。 『応援と

は一方通行の愛だ。 -●お前は一人じゃない●’ってことを教えてやるだ

けでいい』 、そう語る、新たに第三十九代園長となった淵村の下に、さ

まざまな事件が沸き起こる。さて、団の行く末は、いかに…。それぞれ

個性が強い鷹揚団員の青春を描いた、笑いあり、涙ありの2007年度

注目の超熱血ハートフルコメディ。出演は今井雅之、束貴博ほか。

神戸でお洒落にアートを遊ぶ

「MUSEUM PARTY」

3/4(日) 12:00-20:00

神戸ファッション美術館

(六甲ライナー「アイランドセンター」駅すぐ)

-般500円 中学生以下無料
喜神戸ファッション美術館

密078-858-0050

HOSH葛NO SUMiKA maki

「神戸でお洒落にアートを遊ぶ」をテーマに、神戸で活躍中のアーテ

ィストが集結するイベント。

ステージでは音楽やワークショップを予定。アートブースでは個性

派アーティストが参加し、作品の発表などをおこなう。また、 「カフェダ)

ユ」や「甜蜜蜜」など街の人気カフェの出店も。

アート、音楽、カルチャーを融合させ一日中楽しめる空間となるばか

りか、将来性を秘めたアーティストとのコミュニケーションの場としても

興味深い。

オウルンサロ音楽祭in兵庫

3/15(木) 13:00/18:30

兵庫県立芸術文化センター小ホール

(阪急「西宮北口」すぐ)

13:00-17:00 4,000円

18:30へ21:00 5,000円

13:00-21:00 8,000円

全席指定

書芸術文化センターチケットオフィス

うな0798-68-0255

フィンランド北部のオウルンサロという小さな町で、毎年素朴な音楽祭

が開催されている。その音楽監督で、左手のピアニストとして知られ

る舘野泉と仲間たちが、兵庫で心温まるステージを繰り広げる。今回

は息子のヤシネ舘野がプロデュース。メインアーティストはアコーディオ

ンの御喜美江。フィンランドからも4人のアーティストが参加し、フィンラ

ンドの作曲家シベリウスなどの曲を演奏する。ステージは2部構成で、

どちらかだけの鑑賞も可。
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しクススケジュールライフノ

ジャズライブ&レストランSON巨

スウィング系ジャズを中心としたステージが

毎晩繰り広げられる、ジャズのまち神戸の老舗店。

3月の注目のライブは…

315 (月)ユン・フアソン+トリオ

11 (日〉鍋島直灘クワルテット十

大越理加(∨○)鍋島直灘(vib)

高橋俊男(p)中山良- (b)

田中ヒロシ(d「)

18(日)北荘桂子(∨○)十石川武司(p)トリオ

/井手厚(b)岩高淳(d「)

20 (火)キャンディー浅田(vo)西本貴志(p)

中島敦秀(b)石Ili潤二(dr)

25 (日〉ザ・フィールドジャズオーケストラ

中高由美(vo)

27 (木)北浪良佳(∨○)租田修(p)井上幸衛

(b)石川潤二(d「)

記載された以外にも、毎晩ライブあり。

ホームぺ-ジでスケジュールをチェックしてください。

漢JAZZ LiVE & RESTAURAN丁 SONE

北野坂 密078-22十2055

ht申〃kobe-SO n e.CO m

★ステージ18:50へ23:00 計4回

★ミュージックチャージ90〇円

クラシックライブハウスピアジュリアン

神戸で唯」、クラシックライブ専門のお店。

3月の注目のライブは…

3I8 (木)山本朱(フルート)梅本貴子(ピアノ)

ナイトライブ

18 (日) YUZURA弦楽四重奏楽団

ナイトライブ

澤田知栄子・木須すみれ(ヴァイオリ

ン)中村公俊(ヴィオラ)金子鈴太郎

(チェロ)

24 (土)北口大輔チェロライブ

記載された以外にも、毎晩ライブあり。

ホームぺ-ジでスケジュールをチェックしてください。
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園クラシックライブハウス PIAJu=en

三宮駅北側近藤ビル9階(1階マクドナルド)

蜜078-391-8081月曜定休

ht申〃pia-jui ien.c○ m

★ステージ1 9:30/21 :00 (言十2回)

ライブハウスメイテンヴォエッジ

阪急六甲のライブハウス。ジャズセッションデー、

アカペラオンリーなどもあり。

3月の注目のライブは・・・

314(日) 「アカペラ大集合!」

アカペラオンリーのオープンマイク

イベント

9(金) GENTLEWiNDS ワンマンライブ

17 (D Jazzバンドやろうぜ関西版

大セッションデー

21 (祝)

! 甲陽REALGROOVE3Days

23 (金)

29 (木)灘に笑いを巻き起こします!

笑いが起こす元気の奇跡一

駅前寄席!明伝座-VoI.1

30 (全) Mr.smith ワンマンライブ/パーカッ

シブな超絶アコースティックギターとソ

ウルフルボイスの奇跡の融合!

菓Livehouse Maiden voyage

阪急六甲駅北側すぐ

蜜078-805-0899

http :〃www. koyo. net/m aiden -VOyag e/

★演奏のジャンル問わず、出演者募集中

ジャズ喫茶カフェ萬屋宗兵衛

元町商店街にるジャズ喫茶

3月の注目のライブは…

3/14(水) Forever DUKE-Thanks1 8yea「s

(諸行無常)

17(出ぽこぺんJAZZクインテット

19(月) ABESTA STREE丁JAZZ

O rch est「a

l 22(木) Paul Fieisher(ts.fi)カルテット

I

生田幸子(p)佐藤英宣(ds)

1 23(金) mu囲十1 (OriginalJazz)

24(土) Gitano Famiiy Live =

(ジプシールンバ)

「CMソング「ポーラーレ」で有名な

GipsyKingsの兄弟バンドが初来日口

26(月)岩本裕司カルテット

29(木〉 Bring Station (JAZZ)

30(全)松永明子へSouIfui Night一

書Cafe 萬尾奈兵衛

元町商店街1丁目

ウエディングサロン「イノウ工」地下

蜜078-332-1 963

皿P :〃ww.soubei.n et/

ジャズクラブHo=y’s

アットホームなジャズライブハウスで

毎晩繰り広げられるすてきなステージ。

3月の注目のライブぱ〇・

3/9(全) (V)YOKO (P)小泉裕子

(B)新井洋平(D)富樫豊

(F」)森本優子

歌唱力に定評のYOKOさんのライブ

です。このメンバーで3月17日

NHKトアステライブに出演します。

20(火) (∨)加留部洋美 あべやすこ

(P)世古昌義(B)田中たけし

(D)笹倉歩

神戸のJAZZシーンでお馴染みの

加留部さん、ご家庭の事情で

ラストライブです、この機会に是非・ ・

記載された以外にも、毎晩ライブあり。

ホームぺ-ジでスケジュールをチェックしてください。

臆KOBE JAZZ CLUB HoIiy’s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 蜜078-25十5147

皿p :〃kobe- ho =ys. co m

ライブスケジュールは急遽変更になる場合があります。
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ポケット二シャープノレ

淡
路
ジ
ェ
ノ
バ
ラ
イ
ン

明
石
̃
岩
屋
航
路
就
航

淡
路
島
の
岩
屋
と
、
明
石

を
結
ぶ
船
の
「
淡
路
ジ
ェ
ノ
バ
ラ

イ
ン
岩
屋
航
路
」
が
、
今
年
1

月
1
日
に
就
航
し
た
。
以
前

ま
で
明
淡
高
速
船
(
株
)
が
運

営
し
て
い
た
明
石
/
岩
屋
航

路
は
、
昨
年
1
2
月
で
運
行
休

止
の
予
定
だ
っ
た
が
、
明
石
・

淡
路
両
市
等
や
、
市
民
の
要

望
を
受
け
、
(
株
)
淡
路
ジ
ェ
ノ

バ
ラ
イ
ン
が
航
路
再
開
に
乗
り

出
し
た
。
淡
路
ジ
ェ
ノ
バ
ラ
イ
ン

航
路
は
、
明
石
/
宮
島
ラ
イ
ン

に
続
い
て
の
就
航
。

航
路
再
開
に
と
も
な
っ
て
、

大
人
普
通
運
賃
を
、
そ
れ
ま

で
の
5
0
0
円
か
ら
4
0
0

円
に
値
下
げ
。
明
石
発
は
始

発
6
時
2
0
分
̃
最
終
2
1
時
4
0

分
、
岩
屋
発
は
始
発
6
時
0
0

分
̃
最
終
2
1
時
2
0
分
、
そ
れ

ぞ
れ
1
時
間
に
2
̃
3
本
の

運
行
(
悪
天
候
時
は
運
休
)
。

運
賃
は
大
人
4
0
0
円
、
小

人
2
0
0
円
、
自
転
車

1
5
0
円
、
団
体
割
引
(
1
5
名

以
上
)
、
お
得
な
回
数
券
も
あ

る
。
明
石
乗
り
場
は
J
R
・
山

陽
明
石
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
、

岩
屋
は
岩
屋
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

隣
り
。
こ
の
春
、
格
安
の
船
旅

を
楽
し
み
な
が
ら
の
淡
路
小

旅
行
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

獲
淡
路
ジ
ェ
ノ
バ
ラ
イ
ン

岩
屋
ポ
ー
ト
ビ
ル
事
務
所

淡
路
市
岩
屋
9
2
5
I
2
7

傘
0
7
8
・
3
2
1
・
2
0
0
2

≡
-
p
‥
へ
ぎ
ミ
ミ
.
」
里
e
<
a
±
⊃
①
.
8
.
」
p

明石一書居間を結ぶ「レットスター2」

売
。
3
月
中
は
北
播
磨
と
神

戸
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
商

店
街
内
に
交
流
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
。

美
し
い
田
園
広
が
る
北
播

磨
の
食
・
技
・
人
と
ふ
れ
あ
え

る
ま
た
と
な
い
機
会
。
お
見
逃

し
な
く
。

喜
ま
る
ご
と
北
は
り
ま
展
実
行
委
員

会
事
務
局

密
0
7
9
5
・
4
2
・
6
1
5
8
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水
道
筋
商
店
街
で

ま
る
ご
と
北
は
り
ま
展

阪
急
王
子
公
園
駅
東
の
水

道
筋
商
店
街
で
、
三
木
、
小
野
、

加
東
、
加
西
、
西
脇
の
5
市
と

多
可
町
の
北
播
磨
地
域
の
物

産
販
売
な
ど
を
通
じ
交
流
を

促
進
す
る
ま
る
ご
と
北
は
り

ま
屡
が
開
催
さ
れ
る
。

3
月
4
日
(
日
)
・
u
日
(
日
)

に
は
、
商
店
街
で
三
木
金
物
や

播
州
織
シ
ャ
ツ
な
ど
の
特
産

品
販
売
や
北
播
磨
の
伝
統
芸

能
の
実
演
、
杉
原
和
紙
を
使

用
し
た
人
形
づ
く
り
体
験
な

ど
の
「
日
曜
物
産
市
」
。
ま
た
、

3
月
4
日
̃
u
日
は
、
商
店

街
の
協
力
店
舗
で
播
州
織
製

品
や
農
産
加
工
品
な
ど
を
販

懐かしい風景広がる北播磨の魅力を

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

2
9
日
に

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸

(
会
長
/
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ

上
原
"
へ
ラ
)
が
主
催
す
る
第

3
3
回
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神

戸
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
、
3
月

2
9
日
(
木
)
u
時
か
ら
、
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
地
下
1
階

で
行
な
わ
れ
る
。
入
場
料

5
0
0
円
。
今
回
は
「
子
ど

も
の
命
は
み
ん
な
の
宝
」
を
テ

ー
マ
に
、
収
益
金
は
地
域
の
子

育
て
応
援
・
虐
待
防
止
セ
ン
タ

ー
に
寄
付
さ
れ
る
予
定
。
当
日
、

会
場
内
で
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
も
開
催
さ
れ
る
。

日
時

3
月
2
9
日
(
木
)

午
前
1
 
1
暗
く
午
後
3
時

会
場

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
地
下
1
階

密
0
7
8
・
3
0
2
・
1
1
1
1

「
香
り
の
ジ
ェ
ル

犬
用
リ
ラ
ッ
ク
ス
ジ
ェ
ル
」
発
売

愛
犬
に
塗
る
だ
け
で
ス
ト
レ

ス
を
取
り
除
き
、
皮
膚
の
ト
ラ

ブ
ル
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
「
香

り
の
ジ
ェ
ル
・
犬
用
リ
ラ
ッ
ク
ス

ジ
エ
生
が
発
売
さ
れ
た
。
開
発
・

販
売
は
、
香
り
と
人
間
の
脳
の

関
わ
り
を
研
究
し
、
ス
ト
レ
ス

や
健
康
な
ど
に
作
用
す
る
エ
ッ

セ
ン
ス
な
ど
を
販
売
し
て
い
る

(
株
)
フ
ッ
ト
テ
ク
ノ
。
開
発
に
は
、

獣
医
東
洋
医
学
会
理
事
の
竹

内
裕
司
先
生
が
た
ず
さ
わ
っ
た
。

ワンちゃんのストレスに作用する犬用リラックスジェル
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「
犬
用
リ
ラ
ッ
ク
ス
シ
ェ
ル
」
は
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
医
療
現

場
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
、
フ

ッ
ト
テ
ク
ノ
の
香
り
の
製
品
を
、

犬
用
に
作
っ
た
も
の
で
、
神
経

に
働
き
か
け
、
自
然
治
癒
力

を
高
め
る
。
フ
ッ
ト
テ
ク
ノ
の
直

営
店
「

O
 
N
 
E
 
i
 
S

N
O
U
V
E
A
U
(
ワ
ン
ズ
ヌ

ー
ボ
ー
)
」
で
発
売
中
。

音
O
N
E
・
S
 
N
O
U
V
E
A
U

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
5
i
2
i
8

1
 
1
‥
0
0
̃
や
"
0
0

水
曜
休

密
0
7
8
・
3
5
1
・
1
2
0
6

≡
p
‥
ミ
ミ
ミ
ミ
.
」
の
つ
○
<
a
三
つ
の
.
8
も

通
称
「
で
こ
ぼ
こ
広
場
」
に

新
し
い
愛
称
が

三
宮
の
玄
関
、
阪
急
三
宮

駅
北
側
の
阪
急
三
宮
北
広
場

(
通
称
「
で
こ
ぼ
こ
広
場
」
)
の

愛
称
が
決
定
し
た
。

9
1
2
点
の
応
募
の
中
か

ら
決
定
し
た
の
は
、
『
さ
ん
き

た
ア
モ
ー
レ
広
場
』
。
昨
年
亡

く
な
っ
た
新
谷
場
紀
氏
の
彫

アモーレ俊除謡式の様子

刻
「
ア
モ
ー
レ
」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
広
場
で
あ
り
、
ま
た
「
ア

モ
ー
レ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
愛
」

を
意
味
し
、
神
戸
へ
の
愛
、
神

戸
ら
し
い
ハ
イ
カ
ラ
さ
が
あ
る

こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
。
ま
た
「
さ

ん
き
た
」
と
い
う
言
葉
を
入

れ
る
こ
と
で
、
場
所
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

3
月
7
日
に
伝
達
式
と
お

披
露
目
式
を
開
催
す
る
予
定
。

み
な
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
は
『
さ

ん
き
た
ア
モ
ー
レ
広
場
』
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

サ
ロ
ン
・
ド
・
あ
い
り

愛
さ
れ
て
6
周
年

三
宮
の
お
店
「
サ
ロ
ン
・
ド
・

あ
い
り
」
が
、
オ
ー
プ
ン
6
周

年
を
迎
え
た
。
家
庭
料
理
と

お
酒
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
店
と
し

て
、
文
化
人
の
サ
ロ
ン
の
よ
う

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
店
主
・

福
原
初
子
さ
ん
に
よ
る
家
庭

料
理
は
、
季
節
の
お
惣
菜
な

ど
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
の
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ
ー
。
古
い
蓄
音
機
、
和

家
具
、
ピ
ア
ノ
、
民
芸
品
な
ど
、

和
洋
が
不
思
議
に
溶
け
合
っ

た
店
内
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、

書
な
ど
の
展
覧
会
も
開
催
さ

れ
る
。

ま
た
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
や
ク
ラ
シ

ッ
ク
、
ギ
タ
ー
、
三
味
線
な
ど
幅

広
い
シ
ャ
ン
ル
の
ラ
イ
ブ
も
人
気
。

と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
つ
ま
っ
た
お
店
だ
。

2
月
3
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン

6
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
行

な
わ
れ
、
多
く
の
あ
い
り
フ
ァ

ン
が
集
っ
た
。

3
月
1
 
7
日
以
降
の
ラ
イ
ブ

1
 
7
日
(
土
)
尾
原
や
よ
い
(
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
)
正
木
麻
衣
子
(
ヴ
ォ
ー
カ

ル
)1

 
8
日
(
日
)
山
口
達
廣
(
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
)

2
 
1
日
(
水
)
ロ
ス
ア
セ
ス
テ
オ
ー
サ

カ
(
タ
ン
ゴ
)

2
5
日
(
日
)
葉
月
ル
ミ

約
日
(
金
)
安
田
陽
代
(
ク
ラ
シ
カ

ル
童
謡
)

3
 
1
日
(
土
)
如
月
怜
生
(
シ
ャ
ン
ソ
ン
)

吉
田
幸
生
(
ピ
ア
ノ
)

ラ
イ
ブ
は
有
料
(
家
庭
料
理
と

1
ド
リ
ン
ク
付
)
で
、
で
き
る
だ
け

ご
予
約
を
。

喜
サ
ロ
ン
・
ド
・
あ
い
り

神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
4
i
「
i
2
3

蜜
0
7
8
・
2
4
1
・
1
8
9
8

王
寺
ミ
s
i
①
「
「
a
一
①
°
つ
の
.
」
p
「

あいりオーナーの福原初子さん(写実中央)

シC ⊂〕 二l くD ♀ 
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明石婦人

サロンの集い
「.07明石婦人サロン新香

&47周年のつとい」か「

月27日、明石市のホテル

キャッスルプラザで開かれ、

ゲストに、女優の栗原小善

さん、貝原俊民前兵庫県

知事らを迎え、多くの婦人

が参加した。
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連
載

お
も
し
ろ
浮
世
撥
静
座
・
江
戸
人
の
遊
び
心
③

l
、
、
(
-
1
!
/

千
二/

〆

I
i
き
1
、

中
右
瑛

70

ジ
グ
ゾ
!
パ
ズ
ル
の
韻
め
絵

「
小
猫
あ
っ
ま
っ
て
犬
猫
と
な
る
」
一
鵬
斎
芳
線
画

小猫集まって大猫となる(図①〉

て
い
る
の
が
、
愉
快
だ
。

ば
て
て
小
猫
は
い
っ
た
い
何
匹
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

余
白
に
は
な
に
や
ら
讃
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

猫
の
子
の

子
猫
を

十
九
あ
つ
め
つ
つ

大
猫
と
す
る

画
師
の
わ
ざ
く
れ

国
芳
の
弟
子
・
一
鵬
斎
芳
藤
が
描
い
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の

「
猫
」

の
珍
作
を
ご
覧
頂
こ
う
。

左
の
図
①
は
一
匹
の
大
き
な
猫
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
よ

く
よ
く
見
る
と
、
小
さ
な
猫
が
い
っ
ぱ
い
寄
り
か
た
ま
っ
て

大
猫
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
が
判
る
。
ま
る
で
ジ
グ
ゾ
ー
パ

ズ
ル
の
趣
向
で
「
寄
せ
絵
」
と
も
「
撮
め
絵
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
。

犬
猫
の
顔
も
胴
体
も
、
小
猫
が
い
っ
ぱ
い
掠
め
ら
れ
て
い

る
。
猫
の
目
は
鈴

(
小
猫
の
首
に
か
け
た
鈴
が
大
猫
の
日
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
仕
掛
け
)
、
大
猫
の
髭
が
扇
の
骨
と
な
っ

応
需

金
水
道
人

ど
う
や
ら
小
猫
は
十
九
匹
い
る
と
い
う
。

譲
を
書
き
添
え
た
金
水
道
人
と
は
い
か
な
る
人
物

か
。
幕
末
に
活
躍
し
た
人
情
本
の
作
者
・
松
亭
金
水

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

弘
化
四
年
-
霧
永
五
年

(
一
八
四
七
-
五
二
)

の

頃
の
作
。
版
元
不
詳
。

師
匠
の
国
芳
が
無
類
の
猫
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
画
師
の
芳
藤
も
師
匠
と
同
じ
よ
う
に
猫
好

き
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
猫
の
肢
体
、
ポ
ー
ズ
が
実
に
、
細

や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

芳
藤
の
も
う
一
つ
の
猫
を
お
見
せ
し
よ
う

(
図
②
)
。
そ

れ
は
化
け
猫
だ
。
東
海
道
五
十
三
次
「
岡
崎
」

に
伝
わ
る

「
化
け
猫
伝
説
」
を
具
現
化
し
た
も
の
。
四
代
鶴
屋
南
北
の

歌
舞
伎
狂
言
『
独
道
中
五
十
三
次
・
岡
崎
の
場
』

で
化
け
猫

は
登
場
し
た
。
化
け
猫
の
顔
に
は
多
く
の
猫
が
蕨
め
ら
れ
て
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い
る
。
目
は
鈴
、
舌
は
鈴
の
赤
い
紐
。
北
里
只
は
古
屋
敷
。
図

②
と
も
に
猫
構
成
の
傑
作
だ
。

芳
藤
は
幕
末
・
明
治
に
活
躍
し
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

お
も
ち
ゃ
の
類
の
遊
び
絵
を
得
憲
と
し
、
人
は
芳
藤
の
こ
と

を
「
お
も
ち
ゃ
芳
藤
」
と
呼
ん
だ
。

芳
藤
は
師
匠
・
国
芳
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
珍
奇
な
ア
イ
デ

ィ
ア
の
持
ち
主
で
あ
る
。
次
か
ら
次
へ
と
奇
想
、
珍
奇
な
絵

を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
た
。
そ
れ
は
次
回
で
紹
介
し
よ
う
。

書
中
右
瑛
(
な
か
う
・
え
い
)

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
二
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。

一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住
。

行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、

行
動
美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
、
半
と
ん
現
代

美
術
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受

賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際
浮
世
絵
学

会
常
任
理
事
。
著
雷
多
数
。

五指三次之内 猫の怪(図②)71
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畝
朋

i
-
 
i
〆
∴
当

千
′
∴
亘
∴
r
-

中
突
堤
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

か
ら
一
年
を
振
り
返
っ
て

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

左二二㍉∴一一二
千∴∴∴ ・ 、-

二時、・〆-一・、…一州二糖-臆

お披密目で中突堤に初入港した《飛鳥時(菊水山山頂からの撮影)

【
様
変
わ
り
す
る
か
、
中
突
堤
界
隈
】

神
戸
空
港
の
開
港
(
2
0
0
6
・
2
・
1
6
)
よ
り
一
足
早
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
(
2
0
0
6
・
1
・
も
し
だ
中
突
堤
。

そ
の
中
突
堤
に
、
昨
年
一
年
間
、
《
飛
鳥
)
に
始
ま
り
《
飛
鳥

Ⅱ
)
以
降
外
国
船
も
含
め
3
8
隻
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
入
港
し
、

延
べ
5
7
日
停
泊
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
帆
船
の
日
本
丸
や
海

王
丸
も
相
次
い
で
来
航
し
、
4
5
日
停
泊
(
一
部
は
中
突
堤
対
岸

の
高
島
岸
壁
)
。
合
わ
せ
る
と
、
中
突
堤
(
高
島
岸
壁
を
含
む
)

に
年
間
一
〇
二
日
間
、
神
戸
港
初
入
港
の
外
国
船
を
は
じ
め
多

く
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
や
華
麗
な
帆
船
を
間
近
に
見
る
機
会
が

増
え
た
こ
と
に
な
る
。

新
聞
各
紙
も
、
神
戸
港
に
出
入
港
し
た
ク
ル
ー
ズ
客
船
や

帆
船
を
何
回
と
な
く
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
お
蔭
で
、
こ
の
界

隈
は
着
実
に
人
出
が
増
え
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
客

船
誘
致
元
年
で
取
り
組
ん
だ
神
戸
市
の
努
力
が
着
実
に
定

着
し
始
め
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
ユ
ニ
-
ク
な
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
も
】

外
国
船
は
、
神
戸
港
初
入
港
の
N
A
雪
国
C
A
を
始
め
、
船
の

マ
ン
シ
ョ
ン
船
と
呼
ば
れ
る
享
の
W
O
カ
「
D
な
ど
六
隻
、
中
で

も
四
千
ト
ン
と
小
型
な
が
ら
優
美
な
船
体
の
S
P
〇
四
↓
e
嶋

O
C
田
中
宅
U
S
は
、
三
度
に
亘
っ
て
神
戸
港
に
寄
港
し
、
ア
メ
リ
カ

人
乗
船
客
に
す
ぼ
ら
し
い
瀬
戸
内
の
自
然
や
名
勝
地
、
瀬
戸

三
橋
な
ど
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

72中突堤にナイトステイする海王丸

こ
の
船

が
瀬
戸
内

の
港
に
寄

港
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
港
で
大

歓
迎
を
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受
け
た
こ
と
は
、
岡
山
の
宇
野
港
へ
の
寄
港
を
大
き
く
報
じ
る

地
元
紙
の
記
事
か
ら
み
て
も
痛
い
ほ
ど
感
じ
取
れ
る
。
宇
野

港
と
一
方
え
ば
、
か
つ
て
宇
高
連
絡
船
の
本
州
側
の
玄
関
口
と
し

て
賑
わ
っ
た
港
だ
け
に
余
計
に
思
い
一
入
な
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
瀬
戸
内
の
港
が
活
性
化
し
て
ゆ
け
ば
、
こ
れ

か
ら
の
神
戸
港
振
興
策
の
狙
い
と
し
て
、
〃
神
戸
港
を
瀬
戸
内

ク
ル
ー
ズ
の
母
港
に
!

そ
し
て
世
界
の
玄
関
口
に
!
〃
と
い
う

視
点
か
ら
の
取
組
み
に
も
大
い
に
弾
み
が
つ
く
と
期
待
で
き
よ

う
。
願
わ
く
ば
、
s
p
星
弓
O
f
O
C
円
中
之
U
S
の
よ
う
な
外
国
ク

ル
ー
ズ
船
客
の
寄
港
数
が
も
っ
と
増
え
て
は
し
い
も
の
で
あ
る
。

【
中
突
堤
界
隈
の
更
な
る
再
整
備
に
期
待
】

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
中
突
堤
が
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
反

面
、
和
田
岬
の
関
門
(
西
航
路
)
の
航
路
幅
と
水
深
の
関
係
で

大
型
船
が
着
岸
で
き
な
い
た
め
に
Q
U
E
E
N
 
E
○
○
N
巨
由
中
日
H

N
な
ど
大
型
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
中
突
堤
に
着
岸
で
き
な
い
。
こ

れ
に
加
え
、
中
突
堤
か
ら
三
宮
、
元
町
、
神
戸
方
面
へ
の
交
通

手
段
が
今
ひ
と
つ
不
便
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
来
ど
お
り
ポ
ー

ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
(
第
四
突
堤
)
に
外
国
船
n
隻
を
含
め
4
8
隻
が

着
岸
し
、
中
突
堤
へ
の
着
岸
数
を
上
回
っ
た
。
停
泊
日
数
こ
そ

7
2
日
と
中
突
堤
に
及
ば
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
帆
船
が
長
期

滞
在
し
た
こ
と
の
差
で
あ
っ
て
、
本
来
な
ら
中
突
堤
に
着
岸
し

て
欲
し
い
外
国
船
が
中
突
堤
の
倍
近
く
も
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
着
岸
し
た
こ
と
は
残
念
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

郵
船
の
中
に
も
、
交
通
手
段
の
不
便
さ
を
理
由
に
中
突
堤

を
敬
遠
す
る
船
社
も
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
は
、
中
突
堤
の
抱
え

る
今
後
の
課
題
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

着
岸
可
能
な
船
が
す
べ
て
中
突
堤
に
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
総
数

0
0
隻
、
停
泊
延
べ
日
数
は
、
一
五
九
日
と
な
っ
て
、
こ
の
界
隈
の
賑

わ
い
も
一
段
と
高
ま
っ
て
い
た
は
ず
。
賑
わ
い
が
増
せ
ば
自
ず
と

人
も
集
ま
っ
て
く
る
、
と
い
っ
た
具
合
に
い
い
方
向
に
展
開
す
る

こ
と
は
自
明
の
理
。

ま
た
、
「
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
と
第
一
突
堤
の
間
に
あ
る
水
上
警

察
署
な
ど
が
、
突
堤
間
や
港
と
都
心
を
分
断
し
て
い
る
た
め
、

『
観
光
客
か
ら
は
、
港
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
、
な
ど
の
声
が

あ
が
っ
て
い
た
』
。
そ
の
水
上
警
察
署
が
震
災
で
倒
壊
危
険
建

物
と
指
摘
さ
れ
、
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
(
神
戸
新
聞
2
0
0
7
・

1
・
1
)
。
こ
の
移
転
を
契
機
に
、
更
な
る
中
突
堤
界
隈
の
再
整

備
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

大
阪
・
梅
田
界
隈
は
、
二
〇
一
〇
年
頃
に
は
、
I
R
大
阪
駅

や
阪
急
百
貨
店
の
大
改
装
、
梅
田
貨
物
駅
跡
地
開
発
な
ど
で

様
変
わ
り
し
そ
う
で
あ
る
。
神
戸
が
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
ゆ
く

に
は
、
三
宮
:
元
町
と
い
っ
た
都
心
と
。
み
な
と
“
を
融
合
一
体

ヾJ

萱藍
子

≦委曇三寒

化
し
た
神
戸
な
ら
で
は
の
新
し
い
タ
イ

プ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ゆ
く
ぐ
ら
い
の
気
構
え
が
欲
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

喜
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、

事
後
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、

大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師

を
経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
o

73
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幸
せ
の
黄
色
い
音
色
が
兵
庫
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

黄
色
い
ピ
ア
ノ贈

呈
式
と
贈
呈
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

忌
ま
わ
し
き
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
人
も
、
街
も
、
傷
つ
い
た
。
音

楽
で
そ
の
傷
を
癒
せ
な
い
だ
ろ
う
か

…
話
人
の
喜
多
内
十
三
造
さ
ん
が
提

唱
し
、
『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
』

の
ハ
ン
カ
チ
の
よ
う
に
皆
を
明
る
く

幸
せ
に
と
い
う
願
い
を
込
め
、
黄
色

い
ピ
ア
ノ
を
贈
る
活
動
は
は
じ
ま
っ

た
と
い
う
。

会
場
に
は
音
楽
の
花
が
咲
き
乱
れ
た
。

そ
し
て

「
黄
色
い
ピ
ア
ノ
は
み
ん

な
の
光
」
と
喜
多
内
十
三
道
民
作
詞

の

『
黄
色
い
ピ
ア
ノ
の
歌
』

が
、
患

者
さ
ん
た
ち
を
大
い
に
励
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
は
こ
れ
か
も
幸
せ
の
黄
色
い

音
色
で
、
多
く
の
人
た
ち
の
心
を
癒

や
し
、
励
ま
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

74

奨
学
金
の
給
付
や
奉
仕
活
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
る

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
神
戸
ゾ
ン

タ
ク
ラ
ブ
」

の
メ
ン
バ
ー
が
、
黄
色

い
ピ
ア
ノ
を
〃
心
の
か
け
橋
〃

と
し

て
病
院
や
施
設
に
贈
り
、
音
楽
を
通

じ
て
心
の
交
流
を
は
か
る
運
動
に
呼

応
。
全
国
で
六
代
目
と
な
る
黄
色
い

ピ
ア
ノ
を
神
戸
市
西
区
の
兵
庫
県
立

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
寄
贈
し
、
2
月
1
6
日
に
セ
ン

タ
1
内
の
中
央
病
院
玄
関
ロ
ビ
ー
に

て
寄
贈
式
と
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

陽
光
を
集
め
た
よ
う
に
ま
ぶ
し
い

黄
色
の
ピ
ア
ノ
は
、
拍
手
の
中
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
の
芳

賀
順
子
会
長
よ
り
セ
ン
タ
ー
に
贈
呈

さ
れ
、
式
典
の
あ
と
早
速
そ
の
美
し

い
音
色
を
披
露
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小

梶
由
美
子
さ
ん
が
奏
で
る
シ
ョ
パ
ン

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
田
中
潤
子
さ
ん

の
歌
声
に
よ
る
オ
ペ
ラ
や
童
謡
に
、
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与
謝
野
晶
子
と
阪
神
地
区
①

加
藤

隆
久
(
錐
輔
弼
念
長
)

与謝野晶子の生家跡に建つ「海こひし 潮の造園)かぞへつゝ 少女となりし 父母の家」の歌碑

(堺市堺区甲斐町西1丁:板塀電車「宿院」下車すぐ)

与
謝
野
晶
子
は
神
戸
・
芦
屋
な
ど
阪
神
地
区
に
関
わ
り

の
深
い
歌
人
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
芦
屋
を
詠
ん
だ
歌
を

数
多
く
残
し
ま
し
た
。
な
ぜ
芦
屋
の
歌
が
多
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
与
謝
野
晶
子
・
鉄
幹
夫
妻
の
弟
子
で
あ
っ
た

丹
羽
俊
彦
・
安
喜
子
夫
妻
が
芦
屋
市
の
精
通
村
酉
新
田
、

の
ち
の
松
浜
町
5
8
番
地
に
住
み
、
何
度
か
与
謝
野
夫
妻
が

訪
問
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
神
戸
の
某
古
書
店
か
ら
丹

羽
安
喜
子
さ
ん
が
所
蔵
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
竹
の
文
箱
に

入
っ
た
関
係
書
類
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大

部
分
が
歌
稿
で
、
安
喜
子
さ
ん
の
歌
を
与
謝
野
夫
妻
が
み
ず

か
ら
添
削
し
た
も
の
で
す
が
、
丹
羽
安
喜
子
さ
ん
の

『
芦
屋

よ
り
』

と
い
う
歌
集
も
あ
り
、
そ
の
出
版
記
念
会
の
関
係
の

も
の
も
入
っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
与
謝
野
晶
子
直
筆
の
貴
重

な
原
稿
も
あ
っ
た
の
で
す

(
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
参
照
)
。
晶
子

の
愛
弟
子
だ
っ
た
安
喜
子
さ
ん
が
与
謝
野
鉄
幹
十
七
回
忌
、

晶
子
没
後
十
周
年
に
あ
た
っ
て
「
晶
子
祭
」
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
、
芦
屋
と
与
謝
野
夫
妻
の
思
い
出
を
記
す
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
執
筆
し
た
原
稿
も
あ
り
ま
し
た
。

丹
羽
安
喜
子
さ
ん
の
記
述
に
よ
り
ま
す
と
、
晶
子
は
昭

和
6
年
8
月
、
昭
和
8
年
了
月
、
昭
和
u
年
5
月
、

昭
和
帖
年
4
月
の
四
度
芦
屋
を
訪
ね
、
6
年
と
8
年
は

夫
妻
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
6
年
、
夫
妻
が
高
野
山
の

夏
期
大
学
に
講
演
に
い
っ
た
帰
途
の
8
月
8
日
、
大
阪
の

毎
日
新
聞
社
で
講
演
を
し
て
、
翌
9
日
の
午
前
u
時
頃
、

大
阪
か
ら
自
動
車
3
台
に
東
京
か
ら
同
行
し
た
歌
の
友
達
を

乗
せ
、
丹
羽
邸
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
時
は
神
戸

の
歌
会
を
持
っ
て
い
た
関
係
か
ら
芦
屋
で
歌
を
詠
む
間
も
な

く
慌
た
だ
し
く
、
丹
羽
安
喜
子
さ
ん
も
同
乗
し
て
神
戸
へ
出

向
い
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
芦
屋
を
見
た
与
謝
野
夫
妻
は
じ

め
歌
友
達
は
、
潔
が
き
れ
い
松
が
美
し
い
と
感
嘆
し
て
、
鶴
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与謝野晶子直筆の原稿

」丹羽安喜子さん直筆の原蒔 くいずれも筆者所蔵〉

年
は
毒
害
十
七
‡
招
請
」
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と
て
も
事
・
言
し
ろ
皇
帝
浮
堆
め
鳴
小
品
も
色
で
ど
み

確
言
れ
事
考
1

柑
軍
野
太
.
人
を
五
い
て
声
房
に
も
タ
準

卑
見
。
名
手
-
叶
え
か
小
声
中
臣
か
ノ
丁
で
,
旅
と
せ
り
盈
払

謹
告
霊
難
詰
華
星
章
告

∵
÷
化
称
-
乍
芦
脅
午
写
千
言
座
卓
守
婿
つ

門
口
享
有
耳
㍉
{

匠
〇
年
完
7
み
て

塚
橋
か
ら
国
道
に
向
か
う
卓
の
徐
行
を
命
じ
、
松
の
姿
を
ふ

り
返
り
ふ
り
返
り
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
汽
車
が
芦

屋
川
の
下
を
走
る
こ
と
に
も
驚
い
て
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
天
井
川
の
構
造
が
珍
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

時
、
鉄
幹
が
「
芦
屋
に
て
」
と
題
し
て
「
車
よ
り
白
服
の
人

出
で
来
れ
ば
い
と
濃
く
な
り
ぬ
抄
の
松
か
げ
」
の
一
首
を
詠
み

ま
し
た
。
当
日
神
戸
に
は

「
明
星
」

時
代
の
歌
人
で
兵
庫

内
務
長
の
藤
岡
と
い
う
人
が
夫
妻
を
招
い
た
の
で
す
。
午
後

6
時
か
ら
六
甲
山
上
の
滝
川
邸
、
お
そ
ら
く
滝
川
弁
三
さ

ん
の
別
荘
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
歌
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
安
喜
子
さ
ん
が

「
芦
屋
に
い
ら
し
て
歌
会
を
し
て

い
た
だ
く
時
間
が
な
か
っ
た
の
が
た
い
へ
ん
残
念
で
す
」
と
言

っ
た
と
こ
ろ
、
晶
子
は

「
あ
の
美
し
い
芦
屋
を
歌
に
も
せ
ず

帰
る
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
そ
の
う
ち
必
ず
伺
い
ま
す
」
と

述
べ
て
帰
京
し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
晶
子
は
5
3

歳
で
し
た
。

昭
和
8
年
7
月
に
は
、
岡
山
に
旅
行
中
の
与
謝
野
夫

妻
か
ら
安
喜
子
さ
ん
に
「
7
月
3
日
神
戸
着
」
と
電
報
が

入
り
、
神
戸
に
出
迎
え
て
甲
子
園
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
ま
す
。

甲
子
園
ホ
テ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ

イ
ト
ゆ
か
り
の
名
建
築
で
、
今
現
在
も
あ
り
ま
す

(
現
・
武

庫
川
学
院
甲
子
園
会
館
/
西
宮
市
)
。
翌
4
日
の
午
前
1
0

時
に
は
西
宮
市
立
高
等
女
学
校
で
講
演
し
て
、
丹
羽
安
喜

子
さ
ん
も
同
行
し
、
そ
の
帰
り
に
芦
屋
を
訪
れ
る
の
で
す
が
、

な
ぜ
西
宮
市
立
高
等
女
学
校
で
講
演
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
正
1
5
年
に
着
任
し
た
校
長
の
山
鳥
吉
五
郎
と
晶
子
の
交

友
関
係
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
山
鳥
さ
ん
は
植
物

学
者
で
、
俳
人
で
も
あ
り
、
『
六
甲
山
の
植
物
』

と
い
う
著

書
が
あ
り
ま
す
。
昭
利
1
 
1
年
5
月
1
3
日
、
丹
羽
安
喜
子

さ
ん
の
歌
集

書
戸
屋
よ
り
』

の
出
版
記
念
会
が
大
阪
倶
楽

部
で
開
催
さ
れ
た
と
き
に
も
、
山
鳥
校
長
は
晶
子
と
と
も
に

出
席
し
て
祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
市
立
西

宮
高
女
の
校
歌
は
与
謝
野
晶
子
作
詞
、
信
時
潔
の
作
曲
で

す
。晶

子
は
そ
の
晩
、
芦
屋
を
訪
れ
、
翌
日
に
は
京
都
か
ら
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鞍
馬
寺
の
管
長
や
四
国
の
歌
人
た
ち
、
西
宮
高
女
の
校
長
、

甲
南
学
園
の
先
生
、
堺
の
鳳
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
大
勢
の
来

会
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
昼
食
後
、
一
同
は
車
で
芦

屋
見
物
に
出
か
け
、
鶴
塚
、
猿
丸
家
の
墓
、
芦
屋
の
天
神

な
ど
を
観
光
し
た
後
、
浜
を
散
歩
し
て
歌
を
作
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
夜
は
1
2
時
頃
ま
で
与
謝
野
夫
妻
は
筆
を
執
っ
て
い
ま

し
た
が
、
安
喜
子
さ
ん
は
夜
中
の
2
時
ご
ろ
火
の
用
心
を

見
回
っ
た
と
き
に
は
静
か
に
休
ん
で
い
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
歌
友
達
は
、
与
謝
野
夫
妻
が
来
ら
れ
た
こ
と
と
、
美

し
い
芦
屋
の
印
象
が
強
か
っ
た
こ
と
で
興
奮
し
て
な
か
な
か
寝

ら
れ
ず
、
歌
の
筆
を
執
っ
て
い
る
者
が
た
く
さ
ん
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
翌
日
午
前
u
時
に
歌
の
批
評
が
お
こ
な
わ
れ

た
時
に
は
、
前
日
一
度
帰
宅
し
た
人
た
ち
も
集
ま
り
、
た
い
へ

ん
な
賑
わ
い
で
し
た
。
午
後
は
打
出
焼
の
坂
口
砂
山
の
焼
き

物
の
素
焼
き
に
、
来
会
者
の
松
永
氏
と
鞍
馬
寺
の
信
楽
管

長
が
絵
を
描
き
、
こ
れ
に
与
謝
野
夫
妻
が
歌
を
記
し
て
、
こ

の
日
の
来
会
者
に
贈
る
と
い
う
企
画
が
な
さ
れ
て
、
約
3
0
枚

ほ
ど
お
皿
を
焼
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
坂
口
砂
山
は
俳

人
で
、
明
治
4
2
年
に
武
庫
郡
の
精
通
村
打
出
、
現
在
の
芦

屋
市
打
出
の
春
日
町
で
窯
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
陶
磁
器
を

打
出
焼
と
い
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
遠
く
平
安
時
代
に
大

宮
人
な
ど
が
焼
き
物
を
焼
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
付
近
か
ら
良
い
土
が
出
た
こ
と
が
窯
を
作
る
理
由
だ
っ
た

と
思
う
の
で
す
。
砂
山
は
伊
賀
、
信
楽
、
京
都
な
ど
の
陶

器
も
使
い
、
阪
神
間
の
文
化
人
も
出
入
り
し
て
弟
子
も
多

く
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
一
時
隆
盛
た
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
付
近
の
宅
地
造
成
な
ど
で
良
い
土
が
得
ら
れ
な
く
な

り
、
二
代
目
の
坂
口
淳
の
時
に
窯
を
閉
じ
ま
し
た
。
三
代
目

の
孝
と
い
う
人
は
現
在
京
都
に
窯
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
の
日
か
ら
1
0
日
後
に
坂
口
砂
山
が
焼
き
物
の
陶
器
の
箱

芦屋川沿いの芦屋公園にある鶴塚。

(芦屋市浜芦屋町:阪神電車「芦屋」下車南へ徒歩約8分)

を
丹
羽
さ
ん
の
お
宅
ま
で
届
け
た
の
で
、
た
だ
ち
に
発
送
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
友
人
た
ち
か
ら
芦
屋
の
打
出
燐
を
今
な

お
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
安
喜
子
さ
ん
が
聞
い
て
懐

か
し
く
思
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
の
で
、
晶
子
夫
妻
が
書

い
た
話
念
品
が
現
在
も
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
鉄
幹
は
、
そ
の
後
再
び
芦
屋
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
逝

去
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
鉄
幹
は
芦
屋
へ
来
た
1
年
9
ヶ
月

後
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
(
つ
づ
く
)

鵜
加
藤
陸
久
(
か
と
う
た
か
ひ
さ
)

1
9
3
4
年
生
ま
れ
。

生
田
神
社
宮
司
。
神
一
里
云
術
文
化
会
議
長
。
神
戸
女
子
大

学
名
誉
教
授
。
文
学
博
士
。
震
災
で
倒
壊
し
た
生
田
神
社
を

「
耐
震
神
社
」
と
し
て
再
建
。
神
道
史
や
地
域
史
の
研
究
、
伝

統
芸
能
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
幅
広
く
活
躍
。

神
戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
。

77

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


